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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】基板の下面に取り付けられた柔軟なプリント基
板を備えた、強い結合強度を有するタッチパネルを提供
する。
【解決手段】タッチパネルは、基板１０と、プリント基
板２０とを含む。前記基板は複数のワイヤ１４を備える
。各ワイヤの一端部は前記基板の側縁部を経て該基板の
下面へ伸びており、前記ワイヤの他端部は前記基板の上
面に固定されている。前記タッチパネルは、前記基板の
前記下面に取り付けられ、前記ワイヤの前記一端部を覆
う異方性導電膜１３を含む。前記プリント基板は前記異
方性導電膜の下面に取り付ける。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　それぞれが前記基板の上面に固定された複数のワイヤであってそれぞれの一端部が前記
基板の側縁部を経て該基板の下面へ伸びる複数のワイヤと、
　前記基板の前記下面に取り付けられ、各ワイヤの前記一端部を覆う異方性導電膜と、
　前記異方性導電膜の下面に取り付けられた柔軟なプリント基板とを含む、タッチパネル
。
【請求項２】
　前記基板は、該基板の前記上面に形成され、第１方向に平行に整列された複数の第１導
電層であってそれぞれが、連続的に接続された複数の第１感知ユニットと、前記第１方向
の一方の最外側の第１感知ユニットの縁部に形成された第１ポートとを有する複数の第１
導電層と、
　前記基板の前記上面に形成され、前記第１導電層で満たされていない前記基板の前記上
面の領域と対応し、前記第１方向と直交する第２方向に平行に整列された複数の第２導電
層であってそれぞれが、連続的に接続された複数の第２感知ユニットと、前記第２方向の
一方の最外側の第２感知ユニットの縁部に形成された第２ポートとを有する複数の第２導
電層とを備え、
　前記ワイヤの数は前記第１ポート及び前記第２ポートの数と一致し、前記基板の前記上
面にある前記ワイヤの他端部は前記第１ポート及び前記第２ポートの一方に接続されてい
る、請求項１に記載のタッチパネル。
【請求項３】
　上面と、該上面に固定された少なくとも１本の下方ワイヤとを備える下方の基板であっ
て前記下方ワイヤの一端部が前記下方の基板の側縁部を経て該下方の基板の下面へ伸びる
下方の基板と、
　前記下方の基板の前記上面に取り付けられ、少なくとも１本の上方ワイヤを備える上方
の基板であって前記上方ワイヤの一端部が前記下方の基板の前記側縁部を経て前記下方の
基板の前記下面へ伸びる上方の基板と、
　前記下方の基板の前記下面に取り付けられ、前記下方ワイヤの前記一端部と前記上方ワ
イヤの前記一端部とを覆う異方性導電膜と、
　前記異方性導電膜の下面に取り付けられた柔軟なプリント基板とを含む、タッチパネル
。
【請求項４】
　前記上方の基板と前記下方の基板との間にあって前記下方ワイヤの他端部を覆う枠状の
絶縁層と、
　前記上方の基板と前記下方の基板との間にあって前記絶縁層に取り囲まれた分離層とを
含み、
　前記下方の基板は下方導電層を備え、前記下方ワイヤは前記下方導電層の上面に固定さ
れており、前記下方ワイヤの前記他端部は前記下方導電層の前記上面に固定されており、
　前記上方の基板は上方導電層を備え、前記上方ワイヤは前記上方導電層の下面に固定さ
れており、前記上方ワイヤの他端部は前記絶縁層に覆われている、請求項３に記載のタッ
チパネル。
【請求項５】
　前記上方の基板と前記下方の基板との間にある絶縁層を含み、
　前記下方の基板は、第１方向に平行に整列された複数の下方導電層であってそれぞれが
連続的に接続された複数の下方感知ユニットを有する複数の下方導電層と、
　前記第１方向の一方の最外側の下方感知ユニットの縁部に形成された下方ポートとを備
え、
　前記上方の基板は、第２方向に平行に整列され、前記下方導電層で満たされていない前
記下方の基板の前記上面の領域と対応する複数の上方導電層であってそれぞれが連続的に
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接続された複数の上方感知ユニットを有する複数の上方導電層と、
　前記第２方向の一方の最外側の上方感知ユニットの縁部に形成された上方ポートとを備
え、
　前記下方ワイヤの数は前記下方ポートの数と一致し、前記下方ワイヤの他端部は前記下
方ポートに接続されており、
　前記上方ワイヤの数は前記上方ポートの数と一致し、前記上方ワイヤの他端部は前記上
方ポートに接続されている、請求項３に記載のタッチパネル。
【請求項６】
　前記上方の基板と前記下方の基板との間にある絶縁層を含み、
　前記下方の基板は、該下方の基板の前記上面に並列に形成され、第１方向に整列された
長方形の複数の下方導電層と、
　前記第１方向に対して垂直な前記下方導電層の１つの側部に形成された下方ポートとを
備え、
　前記上方の基板は、該上方の基板の前記下面に並列に形成され、前記第１方向と直交す
る第２方向に整列された長方形の複数の上方導電層と、
　前記第２方向に対して垂直な前記上方導電層の１つの側部に形成された上方ポートとを
備え、
　前記下方ワイヤの数は前記下方ポートの数と一致し、前記下方ワイヤの他端部は前記下
方ポートに接続されており、
　前記上方ワイヤの数は前記上方ポートの数と一致し、前記上方ワイヤの他端部は前記上
方ポートに接続されている、請求項３に記載のタッチパネル。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、基板の下面に取り付けられた柔軟なプリント基板を備えた、強い結合強度を
有するタッチパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチパネルは、静電容量式タッチパネル、抵抗膜式タッチパネル、表面弾性波式タッ
チパネル、赤外線式タッチパネル等に分類される。これらのうち前記静電容量式タッチパ
ネル及び前記抵抗膜式タッチパネルはマーケットシェアにおいて主導的地位を得ている。
前記静電容量式タッチパネル及び前記抵抗膜式タッチパネルの背景にある技術は、触れら
れた点で生じた静電容量及び電圧の変化に基づいて前記点の位置を決定する。構造的に、
前記抵抗膜式タッチパネルは２枚の基板を備えるのに対して、前記静電容量式タッチパネ
ルは１枚の基板又は２枚の基板を備える。１枚の基板を備えるタッチパネルの場合、前記
基板の上面に酸化インジウムスズ（ITO）層が形成されている。２枚の基板を備えるタッ
チパネルの場合、２つの酸化インジウムスズ層が、対向しかつ折り畳み可能な上方の基板
及び下方の基板の面に形成されており、静電容量又は電圧の変化を感知する。前記静電容
量又は前記電圧の変化を示す信号は、ワイヤと、前記１枚の基板を備えるタッチパネルの
場合に前記基板の前記上面に取り付けられ又は前記２枚の基板を備えるタッチパネルの場
合に前記上方の基板と前記下方の基板との間に配置された柔軟なプリント基板とを介して
計算のために制御器に出力される。
【０００３】
　従来のタッチパネルでは、前記１枚の基板を備えるタッチパネル又は前記２枚の基板を
備えるタッチパネルに拘らず、前記プリント基板がある位置がタッチパネルの性能に悪影
響を与えることがある。前記２枚の基板を備えるタッチパネルでは、前記プリント基板が
前記上方の基板と前記下方の基板との間で押されるため、前記上方の基板と前記下方の基
板との間の前記プリント基板が配置されている部分を密着して結合することが難しい。前
記１枚の基板を備えるタッチパネルでは、前記酸化インジウムスズ層を保護するために前
記基板の前記上面に保護層が設けられているため、前記２枚の基板を備えるタッチパネル
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の場合と同様の理由により、前記基板と前記保護層との間の前記プリント基板が配置され
ている部分を密着して結合することが難しい。不十分な結合により生じる気泡がタッチパ
ネルの性能に影響を与えるのを防ぐため、タッチパネルの製造業者は、前記１枚の基板を
備えるタッチパネルの前記基板又は前記２枚の基板を備えるタッチパネルの前記下方の基
板に前記基板又は前記下方の基板を貫きかつ前記ワイヤと対応するドリル穴が形成され、
該ドリル穴に導体が取り付けられているという構造を開発した。これにより、前記ワイヤ
の信号を前記基板又は前記下方の基板の下面へ送ることができ、不十分な結合の問題を解
決するために前記プリント基板を前記基板又は前記下方の基板の前記下面に取り付けるこ
とができる。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記した構造は、前記ワイヤの数が８より少ない前記抵抗膜式タッチパネルにのみ適し
ている。前記静電容量式タッチパネルでは、前記ワイヤが多くかつ密に配置されているた
め、隣接するワイヤとの誤接続を防ぐために前記ドリル穴をより小さくしかつより正確に
配置しなければならない。このため、ドリルによる穴あけ工程は、困難かつ不適当であり
、費用の著しい増加と製造上の高い欠陥率とを招く。
【０００５】
　本考案の目的は、基板の下面に取り付けられた柔軟なプリント基板を備えた、強い結合
強度を有するタッチパネルを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するため、本考案に係るタッチパネルは、基板と、複数のワイヤと、異
方性導電膜と、プリント基板とを含む。
【０００７】
　各ワイヤは前記基板の上面に固定されている。前記ワイヤの一端部は前記基板の側縁部
を経て該基板の下面へ伸びている。前記異方性導電膜は、前記基板の前記下面に取り付け
られ、前記ワイヤの前記一端部を覆っている。前記プリント基板は前記異方性導電膜の下
面に取り付けられている。
【０００８】
　前記基板は、複数の第１導電層と、複数の第２導電層とを備える。前記第１導電層は、
前記基板の前記上面に形成され、第１方向に平行に整列されている。各第１導電層は、複
数の第１感知ユニットと、第１ポートとを有する。前記第１感知ユニットは連続的に接続
されている。前記第１ポートは前記第１方向の一方の最外側の第１感知ユニットの縁部に
形成されている。前記第２導電層は、前記基板の前記上面に形成され、前記第１導電層で
満たされていない前記基板の前記上面の領域と対応し、前記第１方向と直交する第２方向
に平行に整列されている。各第２導電層は、複数の第２感知ユニットと、第２ポートとを
有する。前記第２感知ユニットは連続的に接続されている。前記第２ポートは前記第２方
向の一方の最外側の第２感知ユニットの縁部に形成されている。前記ワイヤの数は前記第
１ポート及び前記第２ポートの数と一致している。前記基板の前記上面にある前記ワイヤ
の他端部は前記第１ポート及び前記第２ポートの一方に接続されている。
【０００９】
　本考案に係る他のタッチパネルは、下方の基板と、上方の基板と、異方性導電膜と、柔
軟なプリント基板とを含む。
【００１０】
　前記下方の基板は、該下方の基板の上面に固定された少なくとも１本の下方ワイヤを備
える。前記下方ワイヤの一端部は前記下方の基板の側縁部を経て該下方の基板の下面へ伸
びている。
【００１１】
　前記上方の基板は、前記下方の基板の前記上面に取り付けられており、少なくとも１本



(5) JP 3166513 U 2011.3.10

10

20

30

40

50

の上方ワイヤを備える。前記上方ワイヤの一端部は前記下方の基板の前記側縁部を経て前
記下方の基板の前記下面へ伸びており、前記上方ワイヤの他端部は前記上方の基板の下面
に固定されている。
【００１２】
　前記異方性導電膜は、前記下方の基板の前記下面に取り付けられ、前記下方ワイヤの前
記一端部と前記上方ワイヤの前記一端部とを覆っている。
【００１３】
　前記プリント基板は前記異方性導電膜の下面に取り付けられている。
【００１４】
　前記タッチパネルは、絶縁層と、分離層とを含む。前記絶縁層は、枠状であり、前記上
方の基板と前記下方の基板との間にあり、前記下方ワイヤの他端部を覆っている。前記分
離層は、前記上方の基板と前記下方の基板との間にあり、前記絶縁層に取り囲まれている
。
【００１５】
　前記下方の基板は下方導電層を備え、前記下方ワイヤの前記他端部は前記下方導電層の
上面に固定されている。
【００１６】
　前記上方の基板は上方導電層を備え、前記上方ワイヤの前記他端部は、前記上方導電層
の下面に固定され、前記絶縁層に覆われている。
【００１７】
　前記タッチパネルは、前記上方の基板と前記下方の基板との間にある絶縁層を含む。
【００１８】
　前記下方の基板は、複数の下方導電層と、下方ポートとを備える。前記下方導電層は第
１方向に平行に整列されている。各下方導電層は、連続的に接続された複数の下方感知ユ
ニットを有する。前記下方ポートは前記第１方向の一方の最外側の下方感知ユニットの縁
部に形成されている。
【００１９】
　前記上方の基板は、複数の上方導電層と、上方ポートとを備える。前記上方導電層は、
第２方向に平行に整列され、前記下方導電層で満たされていない前記下方の基板の前記上
面の領域と対応している。各上方導電層は、連続的に接続された複数の上方感知ユニット
を有する。前記上方ポートは前記第２方向の一方の最外側の上方感知ユニットの縁部に形
成されている。
【００２０】
　前記下方ワイヤの数は前記下方ポートの数と一致している。前記下方ワイヤの前記他端
部は前記下方ポートに接続されている。
【００２１】
　前記上方ワイヤの数は前記上方ポートの数と一致している。前記上方ワイヤの前記他端
部は前記上方ポートに接続されている。
【００２２】
　前記タッチパネルは、前記上方の基板と前記下方の基板との間にある絶縁層を含む。
【００２３】
　前記下方の基板は、複数の下方導電層と、下方ポートとを備える。前記下方導電層は、
前記下方の基板の前記上面に並列に形成され、長方形であり、第１方向に整列されている
。前記下方ポートは、前記第１方向に対して垂直な前記下方導電層の１つの側部に形成さ
れている。
【００２４】
　前記上方の基板は、複数の上方導電層と、上方ポートとを備える。前記上方導電層は、
前記上方の基板の前記下面に並列に形成され、長方形であり、前記第１方向と直交する第
２方向に整列されている。前記上方ポートは、前記第２方向に対して垂直な前記上方導電
層の１つの側部に形成されている。
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【００２５】
　前記下方ワイヤの数は前記下方ポートの数と一致している。前記下方ワイヤの前記他端
部は前記下方ポートに接続されている。
【００２６】
　前記上方ワイヤの数は前記上方ポートの数と一致している。前記上方ワイヤの前記他端
部は前記上方ポートに接続されている。
【００２７】
　本考案に係るタッチパネルでは、プリント基板が基板の下面に取り付けられているため
、従来のタッチパネルを、前記プリント基板が取り付けられている部分において密着して
結合することができないという欠点を克服することができる。ワイヤの一端部は、異方性
導電膜を介して前記プリント基板に電気的に接続されるために前記基板の側縁部を経て該
基板の前記下面へ伸びている。本考案に係るタッチパネルは、従来のドリルによる穴あけ
工程に比べて、タッチパネルの費用を低減させ、生産性を高めることができる。
【００２８】
　本考案の他の目的、利点及び新規な特徴は、添付の図面に関する以下の詳細な説明から
より明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本考案に係る、１枚の基板を備えるタッチパネルの分解斜視図。
【図２】本考案に係る、１枚の基板を備える投影型静電容量式タッチパネルの斜視図。
【図３】本考案に係る、２枚の基板を備えるタッチパネルの分解斜視図。
【図４】本考案に係る、２枚の基板を備える抵抗膜式タッチパネルの分解斜視図。
【図５】本考案に係る、２枚の基板を備える投影型静電容量式タッチパネルの分解斜視図
。
【図６】本考案に係る、２枚の基板を備えるマトリックス静電容量式タッチパネルの分解
斜視図。
【考案を実施するための形態】
【００３０】
　本考案に係るタッチパネルは、信号を送るワイヤの一端部が基板の下面へ伸びているこ
とを特徴とする。この特徴は、１つの基板を備える投影型静電容量式タッチパネル又は２
つの基板を備える抵抗膜式タッチパネル、投影型静電容量式タッチパネル又はマトリック
ス静電容量式タッチパネルのような全ての種類のタッチパネルに適用される。本考案に係
るタッチパネルの実施例を以下に示す。
【００３１】
　図１、２に示すように、１つの基板を備える投影型静電容量式タッチパネルは、基板１
０と、柔軟なプリント基板２０と、異方性導電膜１３と、複数のワイヤ１４とを含む。
【００３２】
　基板１０は、複数の第１導電層１１と、複数の第２導電層１２とを備える。第１導電層
１１及び第２導電層１２は、基板１０の上面に形成され、互いに交差している。異方性導
電膜１３は基板１０の下面に取り付けられている。各ワイヤ１４は基板１０の前記上面に
固定されている。
【００３３】
　第１導電層１１は第１方向に平行に整列されており、各第１導電層１１は、複数の第１
感知ユニット１１１と、第１ポート１１２とを有する。第１感知ユニット１１１は、連続
的に接続されており、酸化インジウムスズからなる。各第１感知ユニット１１１は菱形で
ある。第１ポート１１２は、前記第１方向の一方の最外側の第１感知ユニット１１１の縁
部に形成されており、導電性材料からなる。
【００３４】
　第２導電層１２は、基板１０の前記上面に形成され、前記第１方向と直交する第２方向
に平行に整列され、第１導電層１１で満たされていない基板１０の前記上面の領域と対応
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している。各第２導電層１２は、複数の第２感知ユニット１２１と、第２ポート１２２と
を有する。第２感知ユニット１２１は、連続的に接続されており、酸化インジウムスズか
らなる。各第２感知ユニット１２１は菱形である。第２ポート１２２は、前記第２方向の
一方の最外側の第２感知ユニット１２１の縁部に形成されており、導電性材料からなる。
【００３５】
　ワイヤ１４は基板１０の前記上面に固定されている。ワイヤ１４の数は第１ポート１１
２及び第２ポート１２２の数と一致している。ワイヤ１４の一端部は、基板１０の側縁部
を経て該基板の前記下面へ伸び、異方性導電膜１３に覆われている。ワイヤ１４の他端部
は第１ポート１１２及び第２ポート１２２の一方に接続されている。
【００３６】
　プリント基板２０は異方性導電膜１３の下面に取り付けられている。プリント基板２０
の端子は異方性導電膜１３を経てワイヤ１４に電気的に接続されている。
【００３７】
　図３に示すように、２つの基板を有するタッチパネルは、抵抗膜式タッチパネル、投影
型静電容量式タッチパネル又はマトリックス静電容量式タッチパネルに拘らず、柔軟なプ
リント基板５０と、折り畳まれた上方の基板３０及び下方の基板４０と、下方の基板４０
の下面に取り付けられた異方性導電膜４３とを含む。上方の基板３０は少なくとも１本の
上方ワイヤ３１を備え、下方の基板４０は少なくとも１本の下方ワイヤ４１を備える。プ
リント基板５０は異方性導電膜４３の下面に取り付けられている。抵抗膜式タッチパネル
、投影型静電容量式タッチパネル又はマトリックス静電容量式タッチパネルに関する特有
な構造を以下に説明する。
【００３８】
　図４に示すように、抵抗膜式タッチパネルは、絶縁層６１Ａと、分離層６２とを含む。
下方の基板４０Ａは、該下方の基板の上面に形成された、酸化インジウムスズからなる下
方導電層４２Ａを備える。下方の基板４０Ａは、さらに、少なくとも１本の下方ワイヤ４
１Ａを備える。図４に示した５ワイヤ抵抗膜式タッチパネルでは、４本の下方ワイヤ４１
Ａが下方導電層４２Ａの上面に固定されている。図３に示した例と同様に、各下方ワイヤ
４１Ａは２つの端部を有し、下方ワイヤ４１Ａの一端部は、下方の基板４０Ａの側縁部を
経て該下方の基板の下面へ伸び、異方性導電膜４３に覆われ、該異方性導電膜を介してプ
リント基板５０の端子に電気的に接続されている。
【００３９】
　絶縁層６１Ａは、枠状であり、上方の基板３０Ａと下方の基板４０Ａとの間にあって下
方ワイヤ４１Ａの他端部を覆っている。
【００４０】
　分離層６２は、上方の基板３０Ａと下方の基板４０Ａとの間にあり、絶縁層６１Ａに取
り囲まれている。
【００４１】
　上方の基板３０Ａは、該上方の基板の下面に形成された、酸化インジウムスズからなる
上方導電層３２Ａを備える。上方の基板３０Ａは、さらに、少なくとも１本の上方ワイヤ
３１Ａを備える。図４に示した５ワイヤ抵抗膜式タッチパネルでは、１本の上方ワイヤ３
１Ａが上方導電層３２Ａの下面に固定されている。上方ワイヤ３１Ａは２つの端部を有し
、図３に示した例と同様に、上方ワイヤ３１Ａの一端部は、絶縁層６１Ａ及び下方の基板
４０Ａの前記側縁部を経て下方の基板４０Ａの前記下面へ伸び、異方性導電膜４３に覆わ
れ、該異方性導電膜を介してプリント基板５０の端子に電気的に接続されている。上方ワ
イヤ３１Ａの他端部は絶縁層６１Ａに覆われている。
【００４２】
　図５に示すように、投影型静電容量式タッチパネルは絶縁層６１Ｂを含む。下方の基板
４０Ｂは、複数の下方導電層４２Ｂと、複数の下方ポート４２２と、複数の下方ワイヤ４
１Ｂとを備える。下方導電層４２Ｂは、下方の基板４０Ｂの上面に形成され、第１方向に
平行に整列されている。各下方導電層４２Ｂは、連続的に接続された、それぞれが酸化イ
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ンジウムスズからなる複数の下方感知ユニット４２１を有する。各下方感知ユニット４２
１は菱形である。各下方ポート４２２は、前記第１方向の一方の最外側の下方感知ユニッ
ト４２１の縁部に形成されており、導電性材料からなる。下方ワイヤ４１Ｂの数は下方ポ
ート４２２の数と一致している。図３に示した例と同様に、各下方ワイヤ４１Ｂの一端部
は、下方の基板４０Ｂの側縁部を経て該下方の基板の下面へ伸び、異方性導電膜４３に覆
われ、該異方性導電膜を介してプリント基板５０の端子に電気的に接続されている。下方
ワイヤ４１Ｂの他端部は、下方の基板４０Ｂの前記上面に固定され、下方ポート４２２に
接続されている。
【００４３】
　絶縁層６１Ｂは上方の基板３０Ｂと下方の基板４０Ｂとの間にある。
【００４４】
　上方の基板３０Ｂは、複数の上方導電層３２Ｂと、複数の上方ポート３２２と、複数の
上方ワイヤ３１Ｂとを備える。上方導電層３２Ｂは、上方の基板３０Ｂの下面に形成され
、前記第１方向と直交する第２方向に平行に整列され、下方導電層４２Ｂで満たされてい
ない下方の基板４０Ｂの前記上面の領域と対応している。各上方導電層３２Ｂは、連続的
に接続された、それぞれが酸化インジウムスズからなる複数の上方感知ユニット３２１を
有する。各上方感知ユニット３２１は菱形である。各上方ポート３２２は、前記第２方向
の一方の最外側の上方感知ユニット３２１の縁部に形成されており、導電性材料からなる
。上方ワイヤ３１Ｂの数は上方ポート３２２の数と一致している。図３に示した例と同様
に、各上方ワイヤ３１Ｂの一端部は、絶縁層６１Ｂ及び下方の基板４０Ｂの前記側縁部を
経て下方の基板４０Ｂの前記下面へ伸び、異方性導電膜４３に覆われ、該異方性導電膜を
介してプリント基板５０の端子に電気的に接続されている。上方ワイヤ３１Ｂの他端部は
、上方の基板３０Ｂの前記下面に固定され、上方ポート３２２に接続されている。
【００４５】
　図６に示すように、マトリックス静電容量式タッチパネルは絶縁層６１Ｃを含む。下方
の基板４０Ｃは、該下方の基板の上面に並列に形成された複数の下方導電層４２Ｃを備え
、長方形であり、第１方向に整列されており、酸化インジウムスズからなる。下方の基板
４０Ｃは、前記第１方向に対して垂直な下方導電層４２Ｃの１つの側部に形成された、導
電性材料からなる下方ポート４２３を有する。下方ワイヤ４１Ｃは下方の基板４０Ｃの前
記上面に固定されており、下方ワイヤ４１Ｃの数は下方ポート４２３の数と一致している
。図３に示した例と同様に、下方ワイヤ４１Ｃの一端部は、下方の基板４０Ｃの側縁部を
経て該下方の基板の下面へ伸び、異方性導電膜４３に覆われ、該異方性導電膜を介してプ
リント基板５０の端子に電気的に接続されている。下方ワイヤ４１Ｃの他端部は、下方の
基板４０Ｃの前記上面に固定され、下方ポート４２３に接続されている。
【００４６】
　絶縁層６１Ｃは上方の基板３０Ｃと下方の基板４０Ｃとの間にある。
【００４７】
　上方の基板３０Ｃは複数の上方導電層３２Ｃを備える。上方導電層３２Ｃは、上方の基
板３０Ｃの下面に並列に形成されており、長方形であり、前記第１方向と直交する第２方
向に整列されており、酸化インジウムスズからなる。上方の基板３０Ｃは、前記第２方向
に対して垂直な上方導電層３２Ｃの１つの側部に形成された、導電性材料からなる上方ポ
ート３２３を有する。上方ワイヤ３１Ｃは上方の基板３０Ｃの下面に固定されており、上
方ワイヤ３１Ｃの数は上方ポート３２３の数と一致している。図３に示した例と同様に、
上方ワイヤ３１Ｃの一端部は、絶縁層６１Ｃ及び下方の基板４０Ｃの前記側縁部を経て下
方の基板４０Ｃの前記下面へ伸び、異方性導電膜４３に覆われ、該異方性導電膜を介して
プリント基板５０の端子に電気的に接続されている。上方ワイヤ３１Ｃの他端部は、上方
の基板３０Ｃの前記下面に固定され、上方ポート３２３に接続されている。
【００４８】
　プリント基板に接続されたワイヤの一端部は、前記プリント基板を基板の下面に取り付
けることができるように前記基板の側縁部を経て該基板の前記下面へ伸びている。このよ
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うな設計は、従来のタッチパネルの前記プリント基板が取り付けられている部分が密着し
て結合され難いという問題を解決する。また、製造過程が従来の穴あけ工程に比べて容易
であり、費用が低減され、生産性が高まる。
【符号の説明】
【００４９】
　１０　　基板
　１１　　第１導電層
　１２　　第２導電層
　１３、４３　　異方性導電膜
　１４　　ワイヤ
　２０、５０　　プリント基板
　３０、３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ　　上方の基板
　３１、３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃ　　上方ワイヤ
　３２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃ　　上方導電層
　４０、４０Ａ、４０Ｂ、４０Ｃ　　下方の基板
　４１、４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃ　　下方ワイヤ
　４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ　　下方導電層
　６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ　　絶縁層
　６２　　分離層
　１１１　　第１感知ユニット
　１１２　　第１ポート
　１２１　　第２感知ユニット
　１２２　　第２ポート
　３２１　　上方感知ユニット
　３２２、３２３　　上方ポート
　４２１　　下方感知ユニット
　４２２、４２３　　下方ポート
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